
３月３日 ５節句と「桃の節句」 
 
 季節を表す言葉に「24節気（にじゅうしせっき」があることを
話しました。ちょうど、３月５日が 24節気の３番目にあたり「啓
蟄（けいちつ」となっています。難しい言葉ですが、意味として
は「だんだんと暖かくなり、冬ごもりをしていた虫たちが活動を
開始するころを表しています。」皆さんの周りでも、虫や植物が動
き始めていると思います。探してみてください。 
そして、もう一つ、季節に関係する言葉を教えます。季節の節

目にあたる日のことです。これを「節句」と言います。節句では、
季節にあった供え物をしたり、人々が集まって同じ物を飲んだり
食べたりして、日常のことを忘れて気持ちを整え、生活への気持
ちを高めていたそうです。１年の中で現代では５つが残って「５
節句」となっています。 
その一つが今日、３月３日「桃の節句」です。他の４つの節句

を知っていますか。①１月７日（人日の節句）②３月３日（桃の
節句）③５月５日（端午の節句）④７月７日（七夕の節句）⑤９
月９日（重陽の節句）が５節句と言われています。 
１月７日は、新年の無病息災 ３月３日は、女の子の健やかな

成長 ５月５日は、男の子の健やかな成長 ７月７日は、願い事
短冊に書いて笹や竹につるして願う ９月９日は、健康長寿を願
うとされています。この節句では、みんなで同じ物を食べたり飲
んだりします。お供え物や飾り物をします。 
３月３日は何を飾りますか。そうです「ひな人形」です。何を

食べますか。そうです「ひなあられ」「ちらし寿司」「ひしもち」
などです。飾り物や食べ物にも、その節句ならでは意味があるそ
うです。例えば、「ひし餅」の色には３色が使われています。ピン
ク、白、緑です。白は雪、緑は草の芽、ピンクは桃の花の色を表
して、雪の下には草の芽が準備し、雪の上ではこの季節の花、桃
の花が咲いているという今の季節に合った取り合わせになってい
るのです。すてきですね。 
このような節句を、昔から日本の伝統として、引き継がれ大切

にしています。これからも、そういう習わしや日本のよさを大切
にしていきましょう。 


